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「
今
日
は
産
業
界
の
生
の
声
が
聞
け
た
。

今
後
の
政
策
の
参
考
に
し
た
い
」
マ
リ
・

パ
ン
ゲ
ス
ト
ゥ
商
業
大
臣
が
こ
う
述
べ
る

と
、
隣
の
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
工
業
大
臣
は
「
産

業
界
の
た
め
に
も
、
商
業
省
と
工
業
省
の

連
携
を
密
に
し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

　

こ
こ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
の

大
会
議
室
。
第
2
期
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
発

足
し
た
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
前
日
に
就

任
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
両
大
臣
が
こ
の

経
済
団
体
に
両
省
の
次
官
・
総
局
長
ら
を

引
き
連
れ
て
現
れ
、
産
業
界
と
の
意
見
交

換
会
に
臨
ん
だ
の
だ
。
官
尊
民
卑
、
上
意

下
達
が
当
た
り
前
だ
っ
た
一
昔
前
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
光

景
で
あ
る
。

　

民
主
化
へ
と
政
治
体
制
が
転
換
し
、
経

済
政
策
過
程
も
大
き
く
変
わ
っ
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
。
そ
の
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

象
徴
す
る
一
つ
の
舞
台
が
経
済
団
体
だ
。

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
の
目
か
ら
そ
の
活
動
を
紹

介
す
る
。

●
一
変
し
た
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム

　

か
つ
て
ス
ハ
ル
ト
長
期
政
権
は
、
国
民

の
政
治
的
自
由
を
制
限
し
て
安
定
を
確
保

し
な
が
ら
開
発
を
推
進
す
る
、
権
威
主
義

的
開
発
体
制
を
築
い
た
。
そ
こ
で
は
、
ス

ハ
ル
ト
大
統
領
に
権
限
を
集
中
さ
せ
た
上

意
下
達
の
統
治
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い

た
。
政
治
や
治
安
に
限
ら
ず
、
経
済
運
営

に
お
い
て
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
活
き
て
い

た
。
上
意
下
達
の
ル
ー
ト
は
政
府
官
僚
組

織
が
主
体
で
あ
り
、
政
府
外
の
組
織
は
従

の
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
民
間
の
経
済

団
体
は
、
さ
し
て
重
要
度
の
高
く
な
い
上

意
下
達
ル
ー
ト
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。

　

一
九
九
八
年
に
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
崩
壊

す
る
と
、統
治
シ
ス
テ
ム
は
一
変
し
た
。シ

ス
テ
ム
の
頂
点
に
集
中
し
て
い
た
政
策
決

定
権
限
は
、
政
府
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

に
分
散
し
た
。
と
く
に
、
こ
れ
ま
で
行
政

府
の
下
位
に
置
か
れ
て
い
た
立
法
府
（
国

会
）、
中
央
政
府
の
下
位
に
置
か
れ
て
い

た
地
方
政
府
は
、権
限
を
大
き
く
強
め
た
。

　

一
方
、
国
民
は
政
治
的
自
由
を
保
障
さ

れ
、
自
由
に
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た
大
統
領

は
、
国
民
か
ら
表
明
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
か
つ
て
の
上
意
下
達
に
較
べ
る

と
、
政
策
決
定
と
実
行
に
か
か
わ
る
過
程

は
双
方
向
に
な
っ
た
。
権
限
の
分
散
と
も

相
ま
っ
て
、
民
主
主
義
体
制
下
の
統
治
シ

ス
テ
ム
は
、か
な
り
複
雑
な
も
の
に
な
っ

た
。

　

そ
の
複
雑
化
し
た
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で

重
要
な
役
割
を
担
い
始
め
た
の
が
、
各
界

の
代
表
機
関
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府

と
国
民
と
の
間
に
あ
っ
て
民
意
を
吸
い
上

げ
政
府
と
調
整
し
、
政
策
決
定
に
影
響
を

与
え
る
と
い
う
役
割
だ
。
そ
の
一
例
が
、

産
業
界
を
代
表
す
る
経
済
団
体
で
あ
る
。

●
K
A
D
I
N
と
は

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
産
業
界
を
代
表
す
る

業
種
横
断
的
な
経
済
団
体
に
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
経
営
者
協
会
（
A
P
I
N
D
O
）

と
商
工
会
議
所
（
K
A
D
I
N
）
が
あ
る
。

前
者
は
、
労
使
関
係
に
お
け
る
経
営
者
の

立
場
を
代
表
す
る
機
関
で
、
日
本
で
い
え

ば
日
経
連
（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
：
二

〇
〇
二
年
に
経
団
連
に
統
合
）に
当
た
る
。

後
者
は
、
企
業
家
・
企
業
・
産
業
界
の
振

興
、
産
業
界
と
政
府
と
の
意
思
疎
通
を
目

的
と
し
た
機
関
で
、
経
団
連
（
日
本
経
済

団
体
連
合
会
）、
日
本
商
工
会
議
所
、
そ

し
て
商
工
会
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
よ
う

な
組
織
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
い
ま
筆
者

が
籍
を
置
い
て
い
る
K
A
D
I
N
に
話
を

絞
ろ
う
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
（Kam

ar D
agang dan 

Industri

／Cham
ber of Com

m
erce 

and Industry

）
は
、Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
法
（
法

律
一
九
八
七
年
第
一
号
）
に
も
と
づ
く
政

府
か
ら
独
立
し
た
非
営
利
組
織
で
あ
る
。

会
員
は
、
個
別
企
業
会
員
と
業
界
団
体
会

員
か
ら
成
る
。
登
録
会
員
数
は
、
二
〇
一

〇
年
現
在
、
個
別
企
業
三
万
七
六
七
五
社

と
一
七
五
団
体
で
あ
る
。

　

図
に
み
る
と
お
り
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
は
全

国
レ
ベ
ル
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所

（Kadin Indonesia

）、
州
レ
ベ
ル
の
州

商
工
会
議
所
、
県
・
市
レ
ベ
ル
の
県
・
市

商
工
会
議
所
の
三
層
か
ら
成
る
全
国
組
織

で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
、

州
・
県
・
市
商
工
会
議
所
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

会
員
に
よ
る
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
会
頭
を

筆
頭
と
し
た
役
員
会
、
活
動
を
と
り
し
き

る
事
務
局
を
置
い
て
い
る
。

　

組
織
規
模
が
最
大
な
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
商
工
会
議
所
で
あ
る
。
役
員
会
に
は
、

会
頭
の
下
に
二
七
人
の
副
会
頭
、
各
副
会

頭
の
下
に
四
〜
六
の
常
設
委
員
会
、
こ
れ

と
は
別
に
二
国
間
・
多
国
間
委
員
会
が
置

か
れ
、役
員
総
数
は
七
〇
〇
人
を
超
え
る
。

事
務
局
の
職
員
数
は
約
七
〇
人
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
三
三
の
各
州
に
あ
る

州
商
工
会
議
所
は
規
模
が
よ
り
小
さ
く
、

役
員
一
〇
人
〜
九
〇
人
、
事
務
局
職
員
三

人
〜
四
〇
人
と
州
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
の
県
・
市
商
工
会

議
所
は
、
州
レ
ベ
ル
以
上
に
組
織
が
整
っ

た
も
の
か
ら
開
店
休
業
の
も
の
ま
で
、
ば

ら
つ
き
が
一
段
と
大
き
い
。
民
主
化
と
地

方
分
権
化
に
と
も
な
っ
て
全
国
の
県
・
市

の
数
が
ス
ハ
ル
ト
時
代
の
二
九
三
か
ら
現

変
貌
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
団
体

佐
藤
百
合



アジ研ワールド・トレンドNo.176 （2010. 5）13

変貌するインドネシア経済団体

在
の
四
九
一
に
ま
で
急
増
し
た
た
め
、
新

設
の
県
・
市
で
は
商
工
会
議
所
の
開
設
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

K
A
D
I
N
の
歴
史
は
、
ス
ハ
ル
ト
政

権
が
発
足
し
て
間
も
な
い
一
九
六
八
年
、

首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
で
商
工
会
議
所

が
組
織
さ
れ
、
他
の
州
に
も
開
設
を
呼
び

か
け
た
こ
と
に
遡
る
。
発
端
は
、
企
業
家

に
よ
る
こ
う
し
た
自
発
的
な
結
社
の
動
き

だ
っ
た
が
、
政
府
は
一
九
七
三
年
に
大
統

領
決
定
に
よ
っ
て
K
A
D
I
N
を
全
国
組

織
と
し
て
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
八

七
年
に
K
A
D
I
N
法
を
制
定
し
、
民
間

企
業
・
国
営
企
業
・
協
同
組
合
の
三
者
を

包
摂
す
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

企
業
家
全
体
に
と
っ
て
の
経

済
団
体
と
定
め
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
半
ば
は
、

ス
ハ
ル
ト
政
権
下
の
統
治
シ

ス
テ
ム
が
完
成
し
た
時
期
で

あ
る
。
根
拠
法
に
「
政
府
か

ら
独
立
し
た
組
織
」
と
謳
わ

れ
は
し
た
も
の
の
、
実
際
に

は
K
A
D
I
N
は
官
製
組
織

と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て

い
っ
た
。
政
府
の
上
意
下
達

の
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
こ

と
に
利
益
を
見
出
す
一
部
の

企
業
家
た
ち
が
集
ま
る
財
界

サ
ロ
ン
、
と
い
う
の
が
偽
ら

ざ
る
姿
だ
っ
た
。

●
上
意
下
達
か
ら

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ

　

そ
の
K
A
D
I
N
の
機
能
が
変
わ
る
の

は
、
初
め
て
の
直
接
大
統
領
選
挙
で
ス
シ

ロ
・
バ
ン
バ
ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
誕
生

す
る
二
〇
〇
四
年
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
年
の
二
月
、
五
年
に
一
度
の
全
国

協
議
会
を
開
い
た
K
A
D
I
N
は
、
次
の

五
年
間
の
組
織
目
標
の
一
つ
に
「
投
資
環

境
の
改
善
に
お
い
て
政
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
K
A
D
I
N
の
役
割
を
高
め
る

こ
と
」
を
掲
げ
た
。
当
時
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ

政
権
下
の
経
済
状
況
は「
マ
ク
ロ
は
良
好
、

ミ
ク
ロ
は
弱
体
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
つ

ま
り
、マ
ク
ロ
経
済
は
安
定
し
た
も
の
の
、

徴
税
、
関
税
、
イ
ン
フ
ラ
、
労
働
、
投
資

法
制
な
ど
に
問
題
が
山
積
し
、
外
国
勢
を

含
む
産
業
界
か
ら
投
資
環
境
改
善
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
全
国
協
議
会
で
新
会
頭
に
選

ば
れ
た
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
（
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

不
動
産
協
会
会
長
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
工

業
大
臣
を
兼
務
）
率
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

商
工
会
議
所
は
、

産
業
界
の
声
を
K 

A
D
I
N
政
策
提

言
書
と
し
て
と
り

ま
と
め
、
選
挙
に

勝
利
し
た
次
期
正

副
大
統
領
に
手
渡

し
た
。
そ
し
て
実

際
、
投
資
環
境
改

善
に
向
け
た
K
A 

D
I
N
の
提
言

は
、
新
政
権
の
政

策
の
柱
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
K
A 

D
I
N
は
、
ユ
ド

ヨ
ノ
政
権
の
ス

タ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
産
業
界
の
代
表

機
関
と
し
て
存
在

感
を
示
し
た
。
た

だ
、
そ
の
内
情
を

み
る
と
、
こ
の
K 

A
D
I
N
提
言
書

は
、
そ
の
草
稿
準
備
作
業
の
大
部
分
を
日

本
を
初
め
と
す
る
諸
外
国
の
商
工
会
議
所

に
頼
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
経
験

を
き
っ
か
け
に
、
K
A
D
I
N
は
ユ
ド
ヨ

ノ
政
権
か
ら
産
業
界
に
お
け
る
政
府
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
見
な
さ
れ
、
政
策
過
程
へ

の
発
言
力
を
次
第
に
高
め
て
い
く
。

　

い
く
つ
か
実
例
を
挙
げ
よ
う
。
二
〇
〇

（出所）筆者作成
（注）※未開設・活動休止の県・市もある

図　KADINの三層構造

ナショナル・サミットで総括を行うハッタ・ラジャサ経済調整大臣。左は工業大臣としてよりも、運営者である
インドネシア商工会議所を代表して壇上にあがったヒダヤット会頭（インドネシア商工会議所広報部）
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八
年
、
前
年
か
ら
の
国
際
商
品
市
況
の
高

騰
で
世
界
的
な
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

が
叫
ば
れ
る
な
か
、
K
A
D
I
N
は
大
統

領
か
ら
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
見
通

し
を
企
業
ご
と
の
増
産
計
画
を
積
み
上
げ

て
作
成
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
、
企
業
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
詳
細
な
報
告
書
を
ま

と
め
た
。

　

政
権
ト
ッ
プ
が
個
別
企
業
レ
ベ
ル
の
生

産
計
画
を
把
握

し
よ
う
と
す
る

の
は
、
ス
ハ
ル

ト
体
制
崩
壊
後

は
つ
い
ぞ
な

か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。し
か
も
、

そ
の
実
態
把
握

の
た
め
に
所
轄

省
庁
で
は
な
く

K
A
D
I 

N

を
活
用
し
た
事

実
は
特
筆
に
値

す
る
。
そ
の
報

告
書
の
タ
イ
ト

ル
「
世
界
の
危

機
を
我
が
国
の

チ
ャ
ン
ス
に
」

は
そ
れ
以
降
、

政
権
と
産
業
界

の
共
通
の
合
言

葉
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら

数
ヵ
月
後
、
世

界
は
同
時
不
況
に
突
入
す
る
。
九
月
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
発
生
か
ら
二
週
間

後
、
レ
バ
ラ
ン
（
断
食
月
明
け
大
祭
）
休

暇
の
真
っ
た
だ
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ

ダ
ヤ
ッ
ト
会
頭
の
私
邸
に
は
緊
急
招
集
を

受
け
た
幹
部
役
員
と
有
識
者
約
一
五
人
が

集
ま
っ
て
い
た
。
夜
を
徹
し
て
作
成
さ
れ

た
「
二
一
項
目
の
K
A
D
I
N
緊
急
提
言

書
」
は
、
休
暇
明
け
の
閣
議
に
会
頭
か
ら

直
接
提
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
週
間
後
、
今
度
は
K
A
D
I
N

側
が
大
蔵
・
工
業
・
商
業
の
三
大
臣
を
招

い
た
。
三
大
臣
は
、
過
去
一
週
間
に

K
A
D
I
N
提
言
を
容
れ
て
ど
の
よ
う
な

緊
急
対
策
を
打
ち
出
し
た
か
を
、
産
業
界

要
人
二
〇
〇
人
の
前
で
説
明
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
今
回
の
世
界
不
況
を
比
較
的

う
ま
く
乗
り
切
っ
た
の
は
、
政
権
ト
ッ
プ

と
経
済
閣
僚
と
産
業
界
と
が
危
機
意
識
を

共
有
し
、
迅
速
な
危
機
対
応
が
な
さ
れ
た

こ
と
も
一
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
が
再
選
を
決
め
た
二

〇
〇
九
年
、
K
A
D
I
N
は
第
二
期
ユ
ド

ヨ
ノ
政
権
に
対
し
て
再
び
政
策
提
言
書

「
経
済
開
発
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
提
出
し

た
。
今
回
は
、
五
年
前
と
違
っ
て
、
副
会

頭
と
K
A
D
I
N
内
有
識
者
チ
ー
ム
が
主

体
に
な
っ
て
作
成
し
た
。

　

政
権
発
足
か
ら
一
週
間
後
、
政
権
の
主

催
、
K
A
D
I
N
の
運
営
で
「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
た
。
サ
ミ
ッ

ト
に
は
、
正
副
大
統
領
と
閣
僚
、
官
僚
、

国
会
・
地
方
議
会
議
長
、
地
方
首
長
、
産

業
界
、
有
識
者
、
N
G
O
な
ど
総
勢
一
四

〇
〇
人
が
参
加
し
、
第
二
期
政
権
の
優
先

政
策
を
議
論
し
た
。
経
済
分
野
で
は
、

K
A
D
I
N
の
提
言
書
が
議
論
の
た
た
き

台
と
な
り
、
政
策
の
枠
組
み
作
り
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
K
A
D
I
N
は
、
そ
の

時
々
の
状
況
に
応
じ
て
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
形

で
は
あ
れ
産
業
界
の
意
見
を
政
府
に
イ
ン

プ
ッ
ト
す
る
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
閣
僚
、
官
僚
、
国
会

議
員
、
有
識
者
、
産
業
界
な
ど
の
関
係
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
場
を

K
A
D
I
N
が
設
け
、
政
策
形
成
の
調
整

役
を
務
め
る
場
面
す
ら
出
て
き
た
。

●
プ
リ
ブ
ミ
と
華
人
の
融
合

　

K
A
D
I
N
の
変
化
は
、
幹
部
役
員
の

顔
ぶ
れ
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
プ

リ
ブ
ミ
（
原
住
の
マ
レ
ー
系
住
民
）
の
世

界
か
ら
プ
リ
ブ
ミ
と
華
人
が
融
合
し
た
世

界
へ
、
と
い
う
変
化
で
あ
る
。

　

ス
ハ
ル
ト
時
代
、
財
界
サ
ロ
ン
と
し
て

の
K
A
D
I
N
に
参
集
し
て
き
た
の
は
こ

と
ご
と
く
プ
リ
ブ
ミ
企
業
家
で
あ
っ
た
。

ス
ハ
ル
ト
政
権
末
期
の
二
〇
大
企
業
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
の
一
五
グ
ル
ー
プ
ま
で
が

華
人
系
の
所
有
経
営
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら

の
有
力
華
人
企
業
家
は
K
A
D
I
N
と
は

一
線
を
画
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

は
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
と
舞
台
裏
で
直
接
パ

イ
プ
を
持
っ
て
い
た
か
、
政
権
と
は
意
図

し
て
距
離
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

有
力
華
人
企
業
家
を
呼
び
出
し
て
直
に
指

示
を
与
え
て
い
た
。

　

し
か
し
時
代
は
移
り
、強
権
大
統
領
も
、

大
統
領
と
華
人
企
業
家
と
の
直
接
的
パ
イ

プ
も
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
。
産
業
界
の

代
表
機
関
、
政
府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
K
A
D
I
N
の
立
場
に
価
値
を
見
出
す

企
業
家
は
、
華
人
で
あ
れ
プ
リ
ブ
ミ
で
あ

KADIN主催食糧展を大統領（右端）が開会。左から3番目がフランキー・ウィジャヤ副会頭（シナル・マス・グルー
プ創業者の6男）、左端がフランキー・ウェリラン委員長（サリム・グループ創業者の娘婿）（インドネシア商工会
議所広報部）
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変貌するインドネシア経済団体

れ
、
自
ら
率
先
し
て
K
A
D
I
N
の
活
動

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
一
月
、
K
A
D
I
N
主
催

で
大
規
模
な
食
糧
展
が
開
か
れ
た
。
そ
の

開
会
式
典
で
、
大
統
領
と
並
ん
で

K
A
D
I
N
の
運
営
責
任
者
と
し
て
壇
上

に
上
が
っ
た
の
は
、
シ
ナ
ル
・
マ
ス
・
グ

ル
ー
プ
と
サ
リ
ム
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者

で
あ
る
。
両
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
ハ
ル
ト
時

代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
五
本
の
指
に

入
る
有
力
華
人
系
グ
ル
ー
プ
だ
が
、
か
つ

て
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
表
舞
台
に
創
業

者
家
族
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

隔
世
の
感
を
覚
え
る
光
景
だ
っ
た
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上

　

地
方
の
商
工
会
議
所
に
も
、
少
し
ず
つ

変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
商
工
会
議
所
と
地
方
の

商
工
会
議
所
は
、
同
じ
K
A
D
I
N
と
は

い
え
、
ほ
と
ん
ど
別
世
界
で
あ
る
。
前
者

は
、
大
統
領
や
大
臣
な
ど
政
権
中
枢
と
渡

り
合
う
世
界
だ
が
、
後
者
は
地
元
の
中
小

零
細
企
業
と
向
き
合
う
世
界
だ
か
ら
だ
。

か
と
い
っ
て
、
日
本
の
商
工
会
議
所
や
商

工
会
の
よ
う
に
、
地
元
の
中
小
企
業
へ
の

指
導
機
能
は
発
達
し
て
こ
な
か
っ
た
。
地

方
の
商
工
会
議
所
が
中
央
か
ら
地
方
に
向

か
う
上
意
下
達
ル
ー
ト
だ
っ
た
時
代
に

は
、
そ
れ
も
無
理
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
近
年
、
会
員
の
拡
大
を
図
る
に

は
K
A
D
I
N
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
意
識
が
K
A
D
I
N
全
体
に
高
ま
っ

て
き
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
や
バ
ン
ド
ゥ
ン

市
な
ど
の
先
進
的
な
地
方
商
工
会
議
所

は
、
地
元
の
中
小
企
業
に
対
す
る
指
導

サ
ー
ビ
ス
・
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

　

K
A
D
I
N
の
機
能
向
上
を
支
援
す
る

と
い
う
任
を
負
っ
て
い
る
筆
者
は
、
向
上

意
欲
の
高
い
い
く
つ
か
の
州
商
工
会
議
所

を
選
び
、
日
本
の
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
制
度
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
経
営
指
導
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
二
〇
〇
九
年
に
開
始
し
た
。

そ
の
結
果
、
四
つ
の
州
商
工
会
議
所
に
中

小
企
業
向
け
の
相
談
窓
口
が
新
た
に
開
設

さ
れ
、
中
小
企
業
診
断
士
で
あ
る
日
本
人

専
門
家
か
ら
研
修
を
受
け
た
「
K
A
D
I 

N
経
営
指
導
員
」
が
一
〇
人
誕
生
し
た
。

将
来
的
に
は
、
K
A
D
I
N
が
自
力
で
他

の
地
方
に
も
相
談
窓
口
や
経
営
指
導
員
を

再
生
産
し
て
い
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
目
標
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
中

小
企
業
振
興
は
も
っ
ぱ
ら
政
府
の
役
割
と

見
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
地
方
の
中
小

零
細
企
業
者
に
と
っ
て
、
役
所
は
な
か
な

か
気
軽
に
経
営
相
談
に
行
け
る
よ
う
な
場

所
で
は
な
い
。
全
国
組
織
で
あ
る
K
A 

D
I
N
が
、
各
地
で
経
営
相
談
窓
口
を
設

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
け
ば
、
企
業
者
の

経
営
改
善
ノ
ウ
ハ
ウ
へ
の
ア
ク
セ
ス
可
能

性
は
大
き
く
広
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

●
変
化
は
持
続
可
能
か

　

K
A
D
I
N
は
、
中
央
に
あ
っ
て
は
政

府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
政
策
過
程
に
関

わ
り
、
地
方
に
あ
っ
て
は
中
小
零
細
企
業

振
興
と
い
う
新
し
い
機
能
を
持
ち
始
め

た
。
こ
う
し
た
変
化
は
持
続
可
能
な
も
の

だ
ろ
う
か
。

　

K
A
D
I
N
の
政
策
提
言
機
能
は
、
国

の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
連
動
し
て
向

上
し
て
き
て
お
り
、
大
き
な
方
向
性
と
し

て
は
今
後
も
持
続
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

過
去
数
年
の
機
動
的
な
K
A
D
I
N
の
提

言
活
動
は
、
ヒ
ダ
ヤ
ッ
ト
会
頭
が
ユ
ド
ヨ

ノ
大
統
領
と
厚
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
き

た
と
い
う
人
的
要
素
に
も
多
く
を
負
っ
て

い
る
。
会
頭
ま
た
は
大
統
領
が
交
替
し
た

後
に
、
K
A
D
I
N
の
積
極
的
な
提
言
活

動
が
ど
れ
だ
け
維
持
さ
れ
る
か
を
注
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
K
A
D
I
N
の
機

能
が
人
的
要
素
に
左
右
さ
れ
な
い
ほ
ど
に

制
度
化
さ
れ
る
に
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
の

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
の
中
小
企
業
振
興
機
能
に
つ
い
て

は
、
政
府
交
付
金
を
活
用
し
て
き
た
日
本

の
商
工
会
議
所
と
は
違
っ
て
、「
政
府
か

ら
独
立
し
た
組
織
」
で
あ
る
K
A
D
I
N

に
は
公
的
資
金
を
恒
常
的
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
会
員
を
増
や
す
と

い
う
、
ま
さ
し
く
正
攻
法
で
漸
進
的
に
機

能
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
こ

れ
は
決
し
て
容
易
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

K
A
D
I
N
は
ス
ハ
ル
ト
時
代
に
較
べ

て
著
し
い
変
貌
を
遂
げ
た
こ
と
は
確
か
だ

が
、
新
し
い
機
能
の
行
方
は
少
し
長
い
目

で
見
守
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

ゆ
り
／
K
A
D
I
N
特
別
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

4つの州商工会議所に開設された中小企業相談窓口の
パンフレット。
北スマトラ州商工会議所（左から2番目）に誕生した
経営指導員が顔写真つきで紹介されている




